
翌年一番茶の母葉と
なる三番茶芽は充分に
伸育してますか？
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茶

10
％
上
が
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、土
壌
改
良
は
と
て
も
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

《
秋
肥
の
施
用
》

　

秋
肥
は
来
春
一
番
茶
の
良
質
多
収
を
図
る
う
え
で

重
要
な
元
肥
で
す
。
肥
料
が
分
解
吸
収
さ
れ
る
（
無

機
化
す
る
）
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
日
数
を
要
し
ま

す
。
根
の
機
能
が
最
も
活
発
と
な
る
の
は
10
～
11
月

な
の
で
、
肥
効
の
ピ
ー
ク
が
10
月
上
旬
に
な
る
よ
う

に
逆
算
し
て
施
す
の
が
理
想
で
す
。
ま
た
、
北
部
や

山
間
地
な
ど
で
は
、
秋
肥
を
早
め
（
９
月
初
旬
頃
）

に
施
し
ま
す
。
秋
肥
を
遅
く
す
る
と
凍
害
の
発
生
率

が
高
ま
る
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
低
温
に

な
り
や
す
い
立
地
条
件
の
茶
園
で
は
、
秋
肥
を
早
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

《
病
害
虫
防
除
》

　

こ
の
時
期
の
病
害
虫
の
被
害
は
、
一
番
茶
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
成

葉
に
被
害
を
与
え
ま
す
の
で
防
除
が
必
要
で
す
。
薬

剤
散
布
は
葉
層
が
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
丁
寧
に

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

の
発
生
も
注
意
が
必
要
で
す
。

《
秋
冬
番
茶
と
秋
整
枝
》

　

秋
整
枝
時
期
は
、
一
般
的
に
は
平
均
気
温
が
18
～

19
℃
に
な
る
10
月
上
中
旬
で
す
。秋
整
枝
の
目
的
は
、

摘
採
面
を
均
一
に
な
ら
し
、
来
年
一
番
茶
に
木
茎
や

古
葉
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
品
質
維
持
を
図
る
た
め

の
作
業
で
す
。
来
年
の
一
番
茶
の
為
に
も
、
９
月
中

に
秋
冬
番
茶
を
摘
採
す
る
場
合
は
、
浅
め
に
収
穫

4

4

4

4

4

4

し
、
気
温
が
下
が
っ
て
き
た
頃
、
改
め
て
秋
整
枝
を

実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
再
萌
芽
防
止
）

《
土
壌
改
良
と
土
づ
く
り
》

　

施
肥
効
果
を
高
め
る
た
め

に
も
大
切
な
作
業
で
す
。
堆

肥
や
土
壌
改
良
材
の
投
入
、

敷
草
の
施
用
な
ど
で
土
づ
く

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

管
内
の
土
壌
分
析
結
果
を

見
る
と
、
pＨ
値
が
3.0
～
3.5
と

い
う
値
が
目
立
ち
ま
す
。
本

来
、
茶
の
好
適
pＨ
値
は
4.0
～

5.0
で
す
。
土
壌
改
良
材
や
堆

肥
の
施
用
に
よ
っ
て
、
こ
の

値
を
好
適
pＨ
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
pＨ
値
を
1.0

上
げ
る
（
例
：
pＨ‌

3.5
→
pＨ‌

4.5
）
だ
け
で
肥
料
吸
収
率
が

※持続的農業を推進する「静岡県土壌肥料ハンドブック」より抜粋
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